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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月15日(2020.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークへアクセスするためにＵＥ（ユーザ装置）によって実行される方法で
あって、前記ＵＥは、ネットワークアクセスを実行するためのランダムアクセスプリアン
ブルシーケンスの異なる繰り返し回数の送信に各々関連付けられている二つ以上のカバレ
ッジクラスのセットのうちのあるカバレッジクラスに関連付けられており、前記二つ以上
のカバレッジクラスのセットは周波数バンドを共有し、前記方法は、
　二つ以上の連続したプリアンブルシンボルグループを有する、ＳＣ－ＦＤＭＡ（シング
ルキャリア周波数分割多元接続）のランダムアクセスプリアンブル信号を生成することで
あって、各プリアンブルシンボルグループは、サイクリックプレフィックス部と、ＳＣ－
ＦＤＭＡの前記ランダムアクセスプリアンブル信号の単一のサブキャリアを占有する複数
のシンボルとを有し、前記プリアンブルシンボルグループの少なくとも一つのための前記
単一のサブキャリアは第一のサブキャリア周波数に対応し、前記プリアンブルシンボルグ
ループの直後の一つのための前記単一のサブキャリアは第二のサブキャリア周波数に対応
する、ことと、
　前記二つ以上のカバレッジクラスのセットの各カバレッジクラスが異なる開始機会を有
するように、かつ、前記二つ以上のカバレッジクラスのセットにおける一つのカバレッジ
クラスと異なるカバレッジクラスとの間で前記共有される周波数バンドでの衝突が回避さ
れるように、前記ＵＥの前記カバレッジクラスに関連した開始機会において前記ランダム
アクセスプリアンブル信号を送信することによってネットワークアクセスを開始すること
と、を有する、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記ランダムアクセスプリアンブル信号を送信するた
めの前記開始機会は、少なくとも、送信側の前記ＵＥの前記カバレッジクラスより高いカ
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バレッジクラスに関連したＰＲＡＣＨリソースによって占有されるサブフレームによって
与えられる制限に基づいており、前記より高いカバレッジクラスはランダムアクセスプリ
アンブルシーケンスのより多い繰り返し回数に対応する、方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載された方法であって、さらに、
　周期性と、
　開始機会を含むサブフレームと、
　プリアンブル送信試行ごとの繰り返し回数と、
のうちの少なくとも一つを示す一つ以上のパラメータを受信すること、を有し、
　前記方法は、さらに、前記受信された一つ以上のパラメータに少なくとも部分的に基づ
いて、一つ以上の開始機会を決定すること、を有する、方法。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか一項に記載の方法であって、
　周期性と、
　開始機会を含むサブフレームと、
　プリアンブル送信試行ごとの繰り返し回数と、
　を示すパラメータを受信すること、を有し、
　前記方法は、さらに、前記受信されたパラメータに少なくとも部分的に基づいて、一つ
以上の開始機会を決定すること、を有する、方法。
【請求項５】
　請求項３に記載の方法であって、さらに、パラメータを受信すること、を有し、当該パ
ラメータは、前記ＵＥに関連付けられている前記カバレッジクラスより高い少なくとも一
つのカバレッジクラスについての、
　周期性と、
　開始機会を含むサブフレームと、
　プリアンブル送信試行ごとの繰り返し回数と、
のうちの一つを示し、前記より高いカバレッジクラスはランダムアクセスプリアンブルシ
ーケンスのより大きな繰り返し回数に対応する、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記ＵＥに関連付けられている前記カバレッジクラス
に関連した、可能性のある開始機会を識別することと、前記少なくとも一つのより高いカ
バレッジクラスのＵＥによって使用されうるこれらの可能性のある開始機会を避けること
と、によって一つ以上の開始機会が決定される、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、さらに、前記少なくとも一つのより高いカバレッジク
ラスのＵＥによって使用されうる識別された、可能性のある開始機会からバックオフする
ことによって、一つ以上の開始機会が決定される、方法。
【請求項８】
　請求項３に記載の方法であって、前記受信された一つ以上のパラメータは、開始機会を
含むサブフレームを、前記カバレッジクラスのセット内のすべてのカバレッジクラスにと
って共通の開始サブフレームであって、前記開始機会を含む前記サブフレームを決定し得
る起点である当該開始サブフレームを示すことによって示す、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記カバレッジクラスのセット内の各カバレッジクラ
スは、前記共通の開始サブフレームに関連した、前記ネットワークアクセスを開始するた
めの異なるオフセットを有し、前記ネットワークアクセスは前記オフセットにしたがって
開始される、方法。
【請求項１０】
　請求項３に記載の方法であって、前記受信された一つ以上のパラメータは、プリアンプ
ル送信試行ごとの繰り返し回数を示し、前記受信された一つ以上のパラメータは、前記カ
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バレッジクラスのセット内の各カバレッジクラスについて固有の値を有する、方法。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の方法であって、前記カバレッジクラスのセ
ット内の各カバレッジクラスは、それぞれの受信電力レベルを有するＵＥに関連付けられ
ている、方法。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれか一項に記載の方法であって、前記カバレッジクラスのセ
ット内の前記二つ以上のカバレッジクラスはランク付けされており、前記ＵＥは、より高
いカバレッジクラスに関連付けられているＵＥによって使用される可能性のある開始機会
におけるネットワークアクセスの開始から、バックオフする、方法。
【請求項１３】
　ＵＥ（ユーザ装置）が通信ネットワークへアクセスすることを可能にするための基地局
であって、前記ＵＥは、ネットワークアクセスを実行するためのランダムアクセスプリア
ンブルシーケンスの異なる繰り返し回数の送信に各々関連付けられている二つ以上のカバ
レッジクラスのセットのうちのあるカバレッジクラスに関連付けられており、前記二つ以
上のカバレッジクラスのセットは周波数バンドを共有し、前記基地局は、処理回路と、一
つ以上の送信機および一つ以上の受信機を有する通信インターフェースとを有し、前記処
理回路は、前記基地局に、
　前記ＵＥへネットワークアクセス情報を送信することと、
　前記ＵＥに関連付けられた前記カバレッジクラスに関連した開始機会において、ＳＣ－
ＦＤＭＡ（シングルキャリア周波数分割多元接続）の、二つ以上の連続したプリアンブル
シンボルグループを有するランダムアクセスプリアンブル信号を受信することと、
　を行わせるように構成され、
　前記ネットワークアクセス情報は、前記二つ以上のカバレッジクラスのセットの各カバ
レッジクラスが異なる開始機会を有するように、かつ、前記二つ以上のカバレッジクラス
のセット内における一つのカバレッジクラスと異なるカバレッジクラスとの間で前記共有
される周波数バンドでの衝突が回避されるようにランダムアクセスプリアンブルを送信す
ることによって前記ＵＥがネットワークアクセスを開始しうる開始機会、を指定するもの
であり、
　各プリアンブルシンボルグループは、サイクリックプレフィックス部と、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａの前記ランダムアクセスプリアンブル信号の単一のサブキャリアを占有する複数のシン
ボルとを有し、前記プリアンブルシンボルグループの少なくとも一つについての前記単一
のサブキャリアは、第一のサブキャリア周波数に対応し、前記プリアンブルシンボルグル
ープの直後の一つについての前記単一のサブキャリアは第二のサブキャリア周波数に対応
する、基地局。
【請求項１４】
　通信ネットワークへアクセスするように構成されたＵＥ（ユーザ装置）であって、前記
ＵＥは、ネットワークアクセスを実行するためのランダムアクセスプリアンブルシーケン
スの異なる繰り返し回数の送信に各々関連付けられている二つ以上のカバレッジクラスの
セットのうちのあるカバレッジクラスに関連付けられるようにさらに構成され、前記二つ
以上のカバレッジクラスのセットは周波数バンドを共有し、前記ＵＥは、処理回路と、一
つ以上の送信機を有する通信インターフェースとを有し、前記処理回路は、前記ＵＥに、
　二つ以上の連続したプリアンブルシンボルグループを有する、ＳＣ－ＦＤＭＡ（シング
ルキャリア周波数分割多元接続）のランダムアクセスプリアンブル信号を生成することで
あって、各プリアンブルシンボルグループは、サイクリックプレフィックス部と、ＳＣ－
ＦＤＭＡの前記ランダムアクセスプリアンブル信号の単一のサブキャリアを占有する複数
のシンボルとを有し、前記プリアンブルシンボルグループの少なくとも一つのための前記
単一のサブキャリアは第一のサブキャリア周波数に対応し、前記プリアンブルシンボルグ
ループの直後の一つのための前記単一のサブキャリアは第二のサブキャリア周波数に対応
する、ことと、
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　前記二つ以上のカバレッジクラスのセットの各カバレッジクラスが異なる開始機会を有
するように、かつ、前記二つ以上のカバレッジクラスのセットにおける一つのカバレッジ
クラスと異なるカバレッジクラスとの間で前記共有される周波数バンドでの衝突が回避さ
れるように、前記ＵＥの前記カバレッジクラスに関連した開始機会において前記ランダム
アクセスプリアンブル信号を送信することによってネットワークアクセスを開始すること
と、
　を行わせるように構成される、ＵＥ。
【請求項１５】
　通信ネットワークへのワイヤレスデバイスのネットワークアクセスのためのコンピュー
タプログラムであって、前記ワイヤレスデバイスは、ネットワークアクセスを実行するた
めのランダムアクセスプリアンブルシーケンスの異なる繰り返し回数の送信に各々関連付
けられている二つ以上のカバレッジクラスのセットのうちのあるカバレッジクラスに関連
付けられており、前記二つ以上のカバレッジクラスのセットは周波数バンドを共有し、前
記コンピュータプログラムは、ワイヤレスデバイスの処理回路で実行された場合に、前記
ワイヤレスデバイスに、
　二つ以上の連続したプリアンブルシンボルグループを有する、ＳＣ－ＦＤＭＡ（シング
ルキャリア周波数分割多元接続）のランダムアクセスプリアンブル信号を生成することで
あって、各プリアンブルシンボルグループは、サイクリックプレフィックス部と、ＳＣ－
ＦＤＭＡの前記ランダムアクセスプリアンブル信号の単一のサブキャリアを占有する複数
のシンボルとを有し、前記プリアンブルシンボルグループの少なくとも一つのための前記
単一のサブキャリアは第一のサブキャリア周波数に対応し、前記プリアンブルシンボルグ
ループの直後の一つのための前記単一のサブキャリアは第二のサブキャリア周波数に対応
する、ことと、
　前記二つ以上のカバレッジクラスのセットの各カバレッジクラスが異なる開始機会を有
するように、かつ、前記二つ以上のカバレッジクラスのセットにおける一つのカバレッジ
クラスと異なるカバレッジクラスとの間で前記共有される周波数バンドでの衝突が回避さ
れるように、前記ワイヤレスデバイスの前記カバレッジクラスに関連した開始機会におい
て前記ランダムアクセスプリアンブル信号を送信することによってネットワークアクセス
を開始することと、
　を行わせるコンピュータコード、を含む、コンピュータプログラム。
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